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本日ご紹介する内容

1. 福島原子力事故関連情報アーカイブ(FNAA)とは

2. FNAA構築の経緯

3. FNAAの基本方針と特徴

4. 収録内容・利用状況

5. FNAAの活用事例

6. 各学協会の皆さまへのお願い
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1.福島原子力事故関連情報アーカイブ(FNAA)とは

• Fukushima Nuclear Accident Archive
• 福島第一原子力発電所事故への対応に係る研究開発の参考となる
情報(事故情報、教訓、経験等)へ恒久的にアクセスできるような仕組
みを提供することを目的として運用するデータベース

• 散逸、消失等が懸念されるインターネット情報、入手が困難な学会等
の口頭発表情報を収集・整理し提供する

• 収録対象
• 東京電力・公的機関のウェブサイトから発表された情報

• 各機関から発信されたウェブサイトのメタデータ(タイトル、年月日等)
• 国立国会図書館のウェブアーカイブ(WARP)で保存されたページへリンク

• 学会等における口頭発表情報
• 日本原子力学会を含む学会等での福島に関連する発表情報のメタデータ
• （許諾の得られた）会議録のフルテキストを含む

• トップページURL： https://f-archive.jaea.go.jp 3

https://f-archive.jaea.go.jp/


2. FNAA構築の経緯
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平成23年

• 震災直後より事故関連の情報要求に対応
• 「3.11原子力事故参考文献情報」サイト立ち上げ（4月）
• リンク集提供（7月）

平成24年
•福島事故に係るJAEA研究成果（報告書、論文）発信（1月）
•国内外の調査報告書（5月）

平成25年
•福島事故に係るJAEA研究成果（口頭発表情報）発信（8月）

平成26年
• 事故関連情報アーカイブ化の取組み本格化をプレス発表（1月）
• 福島原子力事故関連情報アーカイブ（FNAA）公開（6月）

Fukushima Nuclear Accident Archive



インターネット情報へのアクセス確保の必
要性

国会事故調
・2011年12月に発足、2012年7月に
報告書を公表
・2012年10月に事務局、ホームペー
ジを閉鎖

原子力安全委員会
・1978年に設置
・2012年9月に原子力規制委員会に移
行

ホームページは永続的ではない

5



(参考)福島事故関連論文におけるURL参照
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インターネット情報源

引用有, 59%
41%

福島原発関連記事におけるインターネット

情報を参照する記事の割合

2011-2016年福島第一原子力発電所事故関連論文(日本原子力学会和文論文誌)
におけるインターネット情報を参照する記事の割合
(日本原子力学会誌, 58(8) 509-513 2016年)

福島第一原子力発電所事
故関連論文においては、
インターネット情報を参考
文献とするものが多い

インターネット情報の保存の必要性！！



(参考)福島事故関連論文におけるURL参照
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3.FNAAの基本方針と特徴：基本方針

【目的】

• 事故情報、教訓、環境回復や廃炉の経験を後世に残し、世界が利用でき
るようにアーカイブ化

【収集対象】

• 散逸、消失等が懸念されるインターネット情報、入手が困難な学会等の
口頭発表情報を収集・整理・提供

• 福島原子力事故対応の研究開発支援となる公開情報を対象
【ユーザー】

• 国・自治体、独法等研究機関、大学等教育機関、民間企業、医療機関、海
外機関の原子力従事者をユーザーと想定
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3.FNAAの基本方針と特徴：特徴

• 事故関連のインターネット情報の恒久的なアクセスの確保
• 国立国会図書館との連携により、その時点で公開されていた情報へのア
クセスを確保

• ホームページの最下層の単位で収録
• PDF、HTML単位で情報(メタデータ)を作成、収録

• 原子力事故情報の分類(タクソノミー)を活用した情報の体系化
• IAEAの作成する原子力事故に特化した分類を使用した分類付与

• IAEAや国立国会図書館との連携による情報発信の拡大
• 他機関の運用するDBとの連携によるアクセス経路の拡大
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恒久的なアクセスの確保

• インターネット情報

• 公的機関等のインターネット情報を保存する「国立国会図書館インター
ネット資料収集保存事業（WARP）」に保存されているウェブページから福
島原子力事故関連情報を抽出・分類して収録

• 口頭発表情報
• フルテキストへのアクセスは予稿集・要旨集の複写で対応（図書館のOPAC
データへのリンクを入力）、アイソトープ・放射線研究発表会、環境放射能
除染学会の要旨集の原稿は各学協会の許諾をいただき、本文PDFを提供
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• WARPで収集された一次情報源(ウェブページ、コンテンツ等)へ
FNAAからリンク

• メタデータ作成及び分類付与をJAEAで行いFNAAから公開

・ウェブサイトの収集・組織化

事故関連のインターネット情報の恒久的な
アクセスの確保

11

・メタデータ作成
・分類付与

タイトル
機関名
日付
・・・
分類
情報源(WARP)
へのリンク

WARP

WARPへのリンク



事故関連のインターネット情報の恒久的な
アクセスの確保

• 公的機関等のインターネット情報を保存する「国立国会図書館イン
ターネット資料収集保存事業(WARP)」と連携

Web Archiving Project (WARP) (http://warp.da.ndl.go.jp/info/WARP_en.html ) 
NDLが2010年から実施している、公的機関(国の機関、地方自治体、独法等)及び発信者の許諾を得られた民間のウェ
ブサイトを収集・保存する事業

WARPへのリンク
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http://warp.da.ndl.go.jp/info/WARP_en.html


原子力事故情報分類（タクソノミー）を活用
した情報の体系化
• タクソノミー：IAEAが開発した原子力事故に関する情報を組織化し、

様々な組織・国等で共通した体系で均一に分類することを目的とする
分類体系

• 事故前の法的枠組み、施設の設計から事故後の社会・政治的影響まで、事故に関
連する幅広い概念を含む

• 分類項目はツリー構造で体系化（一般→詳細）
• 大項目（6項目）

• 法律上、行政上の枠組
• 原子力施設の状態

• 事故管理

• 緊急事態準備と対応
• 科学技術支援

• 事故影響
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http://www-pub.iaea.org/MTCD/Publications/PDF/Pub1730_web.pdf



原子力事故情報分類：分類項目の例
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大分類 詳細

分類項目：「事故影響」の
階層構造の一部

当該分類項目の
概要



4. 収録内容/利用状況
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4. 収録内容/利用状況
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FNAAの収録内容の一例
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事故時の情報発信

異常事態連絡様式

地震被害速報

モニタリング結果

事故前の情報発信
事故後の継続した情報発信

津波評価
IAEA基準

原子力施設等の
防災対策

口頭発表情報

福島第一原子力発電所
の取り組み

事故に関する多様な情報を収録



５．FNAAの活用例：参考文献の情報源の確認
Reference Information

URLからアクセス

タイトルで検索(検索エンジン)
FNAAで検索

18URL、タイトルから検索可能



6．各学協会の皆さまへのお願い

【口頭発表情報の収集】
• 福島第一原子力発電所事故関連の口頭発表情報(会議録の提供含む)にご
協力いただける場合、ぜひご連絡ください。
【下記お問い合わせ先までご連絡ください】

• 【インターネット情報の収集】
• 公的機関等のウェブサイト情報で収録した方が良い情報源がございまし
たら、ぜひご連絡ください。

• 【利活用のお願い】
• FNAAについて、参考文献情報の検索等にご活用いただけると幸いです。

• 【お問い合わせ先】
• Email：f-archive@jaea.go.jp
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mailto:f-archive@jaea.go.jp


(参考)福島原子力事故に関する文献情報の
集約について

• INISデータベース：International Nuclear Information System
• IAEAが運用する原子力の平和利用に関する文献の書誌情報データベース(英語)

• INIS参加国内で公刊された原子力関連文献の書誌情報を収録

• 132か国、24国際機関が参加

• 論文、書籍、技術報告書（レポート）、会議論文集等の書誌情報を収録
• （発行元の許諾が得られた）レポート、会議録等のフルテキストも発信

• 収録件数：約493万件(2025年4月現在)
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上記DBに、キーワード”Fukushima Daiichi Nuclear Power Station”を付与して登録
※INIS登録件数：51,503件(FNAAとの重複含む)
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